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京
都
。驀
羽
離
宮
跡

所
在
地
　
　
　
一　
一八
都
市
伏
見
区
中
島
妬
端
町
、
二

伏
見
区
内
畑
町

調
査
期
間
　
　
一　
一
九
八
九
年

（平
１
）

一
二
月
を

一
九
九
〇
年
四
月
、

一
一　
一
九
九
〇
年
三
月
を

一
九
九

一
年

一
月

発
掘
機
関
　
　
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

調
査
担
当
者
　
一　
磯
部
　
勝

。
鈴
木
久
男
、
二

鈴
木
久
男

遺
跡
の
種
類
　
離
官
跡

遺
跡
の
年
代
　
一　
弥
生
時
代
ｉ
鎌
倉
時
代
、
二

平
安
時
代
後
期
を
鎌
倉

時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
第

一
三
五
次
調
査

調
査
地
は
、
蔦
羽
離
官
推
定

地
内
で
も
南
限
に
近
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
こ

の
周
辺
部
の
発
掘
調
査
は
、
第

一
次
調
査

。
第

一
三
次
調
査
に

つ
い
で
三
例
目
で
あ
る
が
、
過

去
の
調
査
で
は
蔦
羽
離
官
に
関

係
す
る
遺
構
や
遺
物
は
ほ
と
ん

ど
検
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、
土
地
区
画
整
理
に
伴
う
工
業
用
地
に
お

い
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
面
積
は
約

一
六
四
〇
♂
で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
弥
生
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
ま
で
わ
た
る
が
、
遺
構
密

度
は
低
い
。
し
か
し
、
下
層
で
は
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
溝
や

古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居

。
柵
列
な
ど
を
検
出
し
、
湿
潤
な
土
地
で
は
あ
る
が
古

く
か
ら
人
々
が
生
活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
上
層
で
は
、

今
回
初
め
て
蔦
羽
離
官
に
併
行
し
た
時
期
の
溝
を
検
出
し
た
。
こ
の
他
の
遺
構

は
離
官
廃
絶
後
の
流
路
だ
け
で
あ
る
。
木
街
が
出
上
し
た
の
は
、
Ｐ
羽
離
官
併

行
期
の
溝
ｓ
Ｄ
一
か
ら
で
あ
る
。

ｓ
Ｄ
一
は
北
東
か
ら
南
西
に
流
れ
る
大
規
模
な
溝
で
、
幅
約
六
ｍ
、
深
さ
約

一
・
五
ｍ
で
あ
る
。
両
岸
は
素
掘
り
の
ま
ま
で
、
護
岸
施
設
は
認
め
ら
れ
な
い
。

深
く
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
て
お
り
、
人
工
的
な
運
河
の
可
能
性
が
あ
る
。
埋
土
は

自
然
堆
積
に
よ
る
が
、
大
き
く
四
層
に
分
か
れ
る
。
木
筒
は
下
層
の
灰
色
砂
泥

層
か
ら
出
土
し
た
。
上
器
や
木
製
品

。
帯
金
具

。
人
骨
な
ど
多
数
の
共
伴
遺
物

が
あ
る
。

一
一　
広
域
下
水
道
工
事
に
伴
う
立
会
調
査

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
東
殿
跡
西
端
部
を
東
西
に
流
れ
る
溝
跡
で
、
幅

は
約
四
ｍ
、
深
さ
は

一
ｍ
前
後
で
あ
る
。
木
簡
は
、
溝
内
に
堆
積
し
た
腐
植
土

中
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
と
し
て
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
て
の
上
器
や
木
製
品
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(京都西南部・京都東南部)



1990年出上の木簡

(1)一②
　
・
×
み
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つ
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み
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ふ
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×
み
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ぶ
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ぶ
つ
」

。
ｘ
つ
な
も
あ
み
た
ふ
つ

な
も
あ
み
た
ぶ
つ
　
　
　
」

⑤

　

「
＜
な
む
あ
見
太
□
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「
＜
南
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□

⑤
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⑦
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「
王
将
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞葵
『巽
ｍ
ａ

木
簡
は
八
点
出
土
し
て
い
る
。
０
ぞ
⑥
は
名
号
を
書
き
込
ん
だ
供
養
札
で
あ

る
。
ω
、
①
ｉ
Ｏ
は
頭
部
を
山
形
に
削
り
、
切
り
込
み
を
ニ
カ
所
に
入
れ
て
卒

塔
婆
形
に
す
る
。
四
〇
を
六
〇
代
の
男
性
二
人
、
女
性
一
人
の
人
骨
が
伴
出
し

第

一
三
五
次
調
査

。
「
＜
南
元
帰
依
佛

南
元
帰
依
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南
元
帰
依
僧
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建
仁
三
四
十
八
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阿
弥
陀
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て
お
り
、
水
葬
に
伴
う
供
養
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑦
は
用
途
不
明

で
あ
る
が
、
樹
木
の
名
称
を
書
き
並
べ
て
い
る
。
①
は
将
棋
の
駒
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
の
う
ち
、
①
に
は
供
養
し
た
年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
注
目

で
き
る
。
供
養
札
の
出
土
地
点
は
人
骨
か
ら
あ
ま
り
離
れ
て
お
ら
ず
、
水
の
流

れ
が
か
な
り
緩
や
か
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
同

一
層
か

ら
共
伴
し
た
遺
物
は
同
時
期
性
が
高
く
、
良
好
な

一
括
資
料
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
人
骨
や
供
養
札
の
周
辺
か
ら
は
、
土
師
器
皿
や
瓦
器
皿

・
瓦
器
椀
な
ど
の

多
量
の
上
器
類
、
木
沓
や
漆
塗
り
の
椀
な
ど
の
木
製
品
、
黒
漆
を
表
面
に
塗
っ

た
銅
製
帯
金
具

（丸
輛
）
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。　
特
に
瓦
器
椀
は
、
楠
葉
型

の
瓦
器
抗
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
混
じ
っ
て
和
泉
型
の
椀
が
少
量

み
ら
れ
る
。
ω
の
供
養
札
か
ら
、
建
仁
三
年

（
〓
一〇
一こ

四
月

一
八
日
、
と
い

う
こ
れ
ら
の
遺
物
の
実
年
代
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
一　
広
域
下
水
道
工
事
に
伴
う
立
会
調
査

〔無
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〔た
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仏
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岸
⑭
巽

呻
援

］

冨

名
号
を
記
し
た
供
養
札
で
あ
る
。
頭
部
を
山
形
に
削
り
、
両
側
か
ら
四
カ
所

に
切
り
込
み
を
い
れ
て
卒
塔
婆
形
に
す
る
。
も
う

一
端
は
徐
々
に
細
く
削
り
、

端
部
に
穿
孔
を
施
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
全
一　
鰤
木
郷
剛

．
網

伸
也
）

京
都
。
壬
生
寺
境
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
壬
生
榔
ノ
宮
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
七
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
澤
典
彦

・
岡
本
広
義

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡
、
寺
院

・
町
屋
に
伴
う
遺
構

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

壬
生
寺
境
内
遺
跡
は
京
都
市
の
ほ
ぼ
中
央
、
大
念
仏
狂
言

（壬
生
狂
一已
で
有

名
な
壬
生
寺
の
境
内
西
側
に
位
置
す
る
。
平
安
京
の
条
坊
復
原
で
い
う
と
こ
ろ

の
左
京
五
条

一
坊
二
町
に
相
当

す
る
。
今
回
の
発
掘
調
査
は
、

壬
生
寺
の
庫
裡
及
び
老
人
ホ
ー

ム
建
設
に
伴

っ
て
実
施
し
た
。

検
出
遺
構
は
平
安
京
と
壬
生

寺

・
町
屋
に
関
す
る
も
の
に
大

別
で
き
る
。
平
安
京
関
係
の
遺

構
は
、
朱
雀
大
路
路
面
痕
跡
と

そ
の
東
側
溝
な
ど
で
あ
る

（京

(京都西北・東北・西南・東南部)




